
　この講座では、参加者それぞれの作品を読んだ感想や講師のお話を聞いて、「読み」を深めます。「その経験がの
ちの人生のためになる」とか「神様は乗り越えられる人にしか試練を与えない」とか、ひとは出来事に意味を見出
そうとします。生まれ、暮らして、死んでゆく、ありふれたわたしたち。喜びがあり、悲しみがあり、希望と絶望
がある……。そこに意味は必要なのでしょうか。 消えてしまう一人ひとりの話を宝物のように紡いでいく。そんな物
語を読んでいきたいと思います。穏やかな雰囲気の会ですので、どなたでもお気軽にご参加ください。

国立市公民館主催・文学講座

くにたちブッククラブ
たしかにそこにいた「わたし」のこと

井
戸
川
射
子

『
こ
こ
は
と
て
も
速
い
川
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
坂
東
眞
砂
子
『
神
祭
』

 

（
角
川
文
庫
）

　
林
芙
美
子
『
放
浪
記
』

　

※

第
一
部
を
共
通
課
題
と
し
ま
す
。

 

（
新
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文
庫
）

　
太
宰
治
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』

 

（
新
潮
文
庫
）

　
　大

江
健
三
郎
『
取
り
替
え
子
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
　河

林
満
『
渇
水
』
（
角
川
文
庫
）

　
　滝

口
悠
生
『
高
架
線
』

 

（
講
談
社
文
庫
）

　
　馳

星
周
『
少
年
と
犬
』　

 

（
文
春
文
庫
）

　
　

山
岸　

郁
子

（
日
本
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
木　

志
門

（
東
海
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

小
平　

麻
衣
子

（
慶
應
義
塾
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

尾
崎　

名
津
子

（
立
教
大
学
・
日
本
近
現
代
文
学
）

榎
本　

正
樹

（
文
芸
評
論
家
・
現
代
日
本
文
学
）

佐
藤　

泉

（
青
山
学
院
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

深
津　

謙
一
郎

（
共
立
女
子
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）

大
野　

亮
司

（
亜
細
亜
大
学
・
日
本
近
代
文
学
）
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お
だ
い
ら

　

国
立
市
公
民
館
で
は
、
毎
年
様
々
な
文
学
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
「
く
に

た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
毎
回
、
取
り
上
げ
た
作
品
の
感
想
を
参
加
者
で
共
有
し
、
講

師
に
作
品
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
課
題
図
書
は
、
毎
年
参
加
者

と
講
師
、
職
員
が
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
作
品
の
回
だ
け
参
加
す
る
の
も
ア
リ
！　

年
間
通
し
て
参
加

す
れ
ば
、
文
学
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
べ
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
♪

〇
各
回
の
流
れ

前
半
一
時
間…

参
加
者
の
感
想
の
共
有
。
一
人
あ
た
り
二
～
三
分
程
度
で
簡
単

　
　
　
　
　
　

に
感
想
を
発
表

後
半
一
時
間…

講
師
か
ら
作
品
に
つ
い
て
の
お
話

※

前
半
と
後
半
は
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
参
加
者
一
名
に
そ
の
回
の
感
想
文
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
す
。
感
想
文
は
図
書
室
月
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

〇
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

五
月
～
一
月　

「
く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
各
回
実
施

十
二
月
中
旬
～
一
月
中
旬　

来
年
度
取
り
上
げ
た
い
作
品
の
ア
ン
ケ
ー
ト
受
付

一
月
中
旬
頃　

参
加
者
と
職
員
に
よ
る
今
年
度
の
振
り
返
り
、
来
年
度
の
作
品

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
話
し
合
い

二
月
中
旬
頃　

来
年
度
の
作
品
に
つ
い
て
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
講

　
　
　
　
　
　

師
を
交
え
た
話
し
合
い

〇
文
集
を
作
っ
て
い
ま
す
！

　

そ
の
年
に
取
り
上
げ
た
課
題
図
書
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
文
集
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
一
年
の
締
め
く
く
り
に
文
集
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
よ
り

一
層
学
び
を
深
め
ま
し
ょ
う
。（
文
集
作
成
へ
の
参
加
は
任
意
で
す
。）

《
文
集
づ
く
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

十
二
月
中
旬
～
二
月
上
旬　

作
品
の
感
想
文
の
執
筆
期
間

二
月
下
旬
頃　

参
加
者
と
職
員
で
文
集
の
読
み
合
わ
せ
、
校
正
等

三
月
下
旬
～
四
月
上
旬
頃　

文
集
完
成

く
に
た
ち
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・この掲示物は、市が主催する講座のため許可期限の押印はしていません。

・掲示期限は開催日（2024 年 6 月 30 日）です。

　◀HP はこちら

※

1２
月
は
夜
７
時
～
９
時
で
す
。


